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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

中
島
村
長　
　

加
藤　

幸
一

　

村
民
の
皆
様
方
に
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
能
登
半
島
に
お

い
て
、
年
明
け
早
々
の
大
地

震
、
９
月
の
大
雨
と
、
同
一

の
年
に
二
度
も
記
録
的
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
時
と

場
所
を
選
ば
ず
に
起
こ
る
災

害
へ
の
対
策
を
引
き
続
き

し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

規
制
の
な
い
日
常
が
本
格
始

動
し
た
年
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
事
業
や
経
済
活
動
が

再
開
さ
れ
、
村
に
活
力
が
も

ど
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ

と
、
大
変
喜
ば
し
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

村
の
産
業
も
、
令
和
６
年

産
米
の
作
況
指
数
が
「
や
や

良
」
と
な
り
、
立
地
企
業
の

経
営
も
比
較
的
安
定
す
る

等
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
長
引
く
物
価
高
騰
の
影

響
が
、
生
産
者
に
も
消
費
者

に
も
、
暗
い
影
を
落
と
し
つ

つ
あ
る
状
況
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
村
の
活
力
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
国
等
の
施
策
を

注
視
し
、
速
や
か
に
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
５
年
度
か
ら

「
み
ん
な
が　

輝き

ら
め
く　

豊

か
な　

な
か
じ
ま
む
ら
」
を
将

来
像
と
し
た
、
第
６
次
総
合
振

興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
各
種

施
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環

と
し
て
、
村
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
変
革
（
Ｄ
Ｘ
）
を
進
め
て
お

り
、
住
民
生
活
課
及
び
税
務
課

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
免
許
証
に
よ
り
申
請
書
に

名
前
や
住
所
が
自
動
的
に
記

載
さ
れ
る
「
書
か
な
い
窓
口
」

を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
も

住
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
を

第
一
と
し
て
Ｄ
Ｘ
に
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
に
お
き

ま
し
て
は
、
昨
年
建
築
工
事

が
完
了
し
、
現
在
は
外
構

工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
工
事
期
間
中
に
お
い
て

は
、
村
民
の
皆
様
方
に
は
何

か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
間
も
な
く
見
通
し
の

良
い
利
用
し
や
す
い
環
境
が

整
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
さ
ら
な
る
村
政
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
よ
り
一
層
邁
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
戦
争
の
な
い
平

和
が
お
と
ず
れ
ま
す
よ
う
、

国
内
及
び
地
域
経
済
が
安
定

す
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
す
る
と
と
も
に
、
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
村

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

お
誓
い
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

（左から）
面川　三雄　教育長
加藤　幸一　村長
橋本　浩江　副村長
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中
島
村
議
会
議
長　
　

小
室　

辰
雄

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
、
村
議
会
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
村
議
会
に
対
し
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
は
、１
月
１
日
に
最
大

震
度
７
を
観
測
し
た
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
、中
島
村
で
も

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
宮
崎
県
で
最
大
震

度
６
の
地
震
が
発
生
し
、気
象

庁
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
巨

大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が

高
ま
っ
た
と
発
表
さ
れ
、数
日

後
、注
意
の
呼
び
か
け
は
終
了

し
ま
し
た
が
、大
規
模
地
震
発

生
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、日
頃
か
ら
の
地

震
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
大
雨
も

相
次
ぎ
、
地
震
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
能
登
半
島
で

は
、
復
興
途
中
の
９
月
に
記

録
的
な
豪
雨
が
襲
い
、
被
害

が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支

援
や
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
自
然
災
害
等
に
つ
い

て
、
防
災
対
策
な
ど
準
備
を

怠
ら
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

民
間
の
有
識
者
ら
で
つ
く

る
「
人
口
戦
略
会
議
」
で
は

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０

年
の
30
年
間
で
、子
ど
も
を
産

む
世
代
と
な
る
若
年
女
性
人

口
が
半
数
以
下
に
減
少
す
る

自
治
体
を
「
消
滅
可
能
性
」
が

あ
る
と
定
義
し
て
お
り
、公
表

さ
れ
た
報
告
書
に
よ
る
と
、調

査
対
象
の
40
％
を
超
え
る
全

国
７
４
４
市
町
村
が
「
消
滅
可

能
性
自
治
体
」と
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
村
は
消
滅
可
能
性
自

治
体
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
国
全
体
で
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
て
い
る
中
、
中
島
村
に
お

い
て
も
、
大
き
な
課
題
と
し

て
深
刻
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、

原
山
地
区
に
お
け
る
宅
地
分

譲
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
無
料

化
な
ど
子
育
て
環
境
の
充
実

な
ど
に
よ
り
、
本
村
に
移
住
、

定
住
さ
れ
る
方
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
生
活
の
安
定
・
向
上

を
図
る
た
め
、
我
々
議
会
と

し
ま
し
て
も
、
若
年
層
の
定

住
促
進
、
子
育
て
支
援
の
充

実
、
高
齢
者
支
援
の
充
実
、
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
と

共
に
さ
ら
に
知
恵
を
出
し
合

い
創
意
工
夫
を
重
ね
、
村
と

議
会
が
協
調
し
な
が
ら
、
中

島
村
発
展
の
た
め
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
な
お

一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、本
年
が
村
民
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、実
り
多
き

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

（後列左から）
小室　重克　議員、椎名　康夫　議員
小林　均　議員、向井　勝治　議員
（前列左から）
藤田　利春　議員、小松　公雄　副議長、
小室　辰雄　議長、木村　秋夫　議員
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特 集特 集

時
代

西
暦

主
な
事
項

摘
要

中
島
村
施
行
　
70
周
年

　

１
９
５
５
年
に
中
島
村
が
で
き

て
か
ら
今
年
で
70
年
で
す
。

村
内
に
塚
墓
が
造
り
始
め
ら
れ

る
（
二
子
塚
、
代
畑
、
岡
ノ
内
、

松
崎
の
古
墳
群
）。

白
河
地
方
豪
族
安
部
（
丈
部
）、

勒
大
伴
、
大
伴
、
白
河
連
、
阿

部
陸
奥
臣
の
ほ
か
に
占
部
、
祝

部
、
狛
造
、
舟
連
が
出
現
す
る
。

祝
部
氏
は
本
村
の
小
針
集
落
と

考
え
ら
れ
る
。

和
名
抄
に
白
川
都
十
七
郷
の
松

田
郷
が
見
ら
れ
る
。
松
田
郷
は

奥
州
へ
の
往
路
に
し
て
行
方
野

原
南
部
二
子
塚
周
辺
と
比
定
さ

れ
る
。

石
川
有
光
の
五
男
奈
目
津
五
郎

光
房
滑
津
邑
に
住
む
。

藤
原
信
頼
領
有
の
白
河
荘
は
平

重
盛
領
と
な
る
。
こ
の
こ
ろ
阿

武
隈
川
西
側
に
館
を
築
き
「
松

崎
氏
」
が
住
む
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
板
碑
が
代
畑
に

造
ら
れ
る
。（
文
永
か
ら
永
和

に
）

磨
崖
仏
代
畑
及
び
松
崎
入
口
に

造
り
始
め
ら
れ
る
。（
中
通
り

大
和
朝
廷
に
よ
り
日

本
が
一
つ
に
ま
と
ま

る
。（
３
３
５
年
）

坂
上
田
村
麻
呂
の
蝦

夷
征
伐

和
名
類
聚
抄
が
編
纂

さ
れ
る
。（
源
順
）

平
治
の
乱

如
真
上
人
竹
貫
か
ら

遊
行
し
、
泉
崎
村
大

網
に
錫
を
留
む
。

時
代

西
暦

主
な
事
項

摘
要

で
最
も
早
い
と
『
県
史
』
に
見

ら
れ
る
）

二
子
塚
天
王
山
供
養
塔（
板
碑
）

が
造
ら
れ
る
。

阿
武
隈
川
西
岸
一
帯
結
城
氏
領

と
な
る
。
松
崎
郷
も
石
川
氏
か

ら
白
川
氏
領
下
と
な
る
。（
建

武
２
年
）

舟
尾
昌
忠
、
滑
津
館
に
城
塁
を

構
築
し
て
滑
津
城
と
称
し
た
。

滑
津
城
、
伊
達
政
宗
に
攻
陥
さ

れ
る
。

松
尾
芭
蕉
奥
羽
の
旅
に
通
過
す

る
。

松
崎
村
と
つ
ら
沢
境
界
協
定
成

立
す
る
。

藩
主
の
転
封
と
同
時
に
領
域
の

変
更
が
あ
り
、
川
原
田
、
二
子

塚
、
同
新
田
、
吉
岡
、
滑
津
の

各
村
は
高
田
藩
領
と
な
っ
た
。

松
崎
村
庄
屋
忠
左
ヱ
門
等
の
直

訴
。
松
崎
村
は
慶
安
検
地
に

よ
っ
て
増
額
さ
れ
た
一
般
の

村
々
の
倍
額
以
上
の
年
貢
石
高

楠
正
成
、
足
利
尊
氏

に
敗
れ
る
。（
湊
川

の
戦
）

秀
吉
の
全
国
統
一

古
墳
時
代　
　

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

７
９
４

９
３
４

１
０
９
５　

１
１
５
９

１
２
７
２

１
２
７
６

室
町
時
代　
　

安
土
桃
山
時
代

江
戸
時
代

１
３
３
０

１
３
３
４

１
４
４
４

１
５
９
０　

１
６
８
９

１
７
０
３

１
７
４
１

１
７
４
２

　

中
島
村
の
今
日
ま
で
を
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
、
振
り
返
っ
て
み

ま
す
。
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特 集特 集

時
代

西
暦

主
な
事
項

摘
要

と
な
っ
た
の
で
慶
安
以
前
の
石

高
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
求
。

滑
津
市
の
復
興
を
御
奉
行
所
に

請
願
す
る
。

阿
武
隈
川
通
船
事
業
申
請
、
川

原
田
、
明
岡
、
三
春
の
各
代
表

者
か
ら
提
出
さ
れ
る
。

滑
津
下
組
の
白
川
伝
馬
割
触
扣

帳
を
作
成
し
、
町
内
年
寄
、
並

び
に
検
断
所
連
名
で
人
馬
割
当

と
さ
れ
る
。

入
会
地
草
地
、山
林
の
使
用
に
つ

い
て
の
松
崎
村
と
明
岡
と
の
村

を
挙
げ
て
の
乱
闘
が
起
こ
り
、松

崎
村
の
刃
傷
者
数
名
か
ら
白
河

奉
行
所
へ
訴
訟
。滑
津
元
村
本
科

医
師
診
断
書
を
つ
く
る
。

二
子
塚
村
、
二
子
塚
新
田
村
と

合
併
す
る
。

戸
長
制
と
な
り
、
川
原
田
、
二

子
塚
。
吉
岡
は
釜
子
、
滑
津
、

松
崎
は
滑
津
戸
長
役
場
の
治
下

と
な
る
。

中
野
目
小
学
校
が
復
活
し
て
、

丸
山
小
学
校
廃
し
、
中
野
目
小

学
校
松
崎
分
校
を
松
崎
旧
寺
子

屋
に
置
く
。

入
江
開
墾
が
始
ま
る
。

滑
津
元
村
に
本
科
医

師
柴
玄
仙
在
住

郡
役
所
設
置

時
代

西
暦

主
な
事
項

摘
要

滑
津
原
を
南
北
に
縦
断
す
る
直

線
道
路
開
通
。

吉
子
川
村
、滑
津
村
が
成
立
し
、

こ
の
両
村
が
組
合
役
場
を
つ
く

り
組
合
村
と
な
る
。

阿
武
隈
川
氾
濫
し
流
域
の
被
害

甚
大
。

東
北
地
方
大
凶
作
、
米
作
被
害

七
割
五
分
（
村
内
）

滑
津
吉
子
川
組
合
村
解
除
し
て

独
立
と
な
る
。

滑
津
、
吉
子
川
、
関
平
三
村
耕

地
整
理
組
合
が
で
き
る
。

後
山
電
機
株
式
会
社
に
よ
り
村

内
に
電
灯
が
つ
く
。

西
白
河
郡
役
所
が
な
く
な
る
。

村
内
に
初
め
て
バ
ス
が
通
る
。

最
初
の
普
通
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

滑
津
原
に
郵
便
物
取
扱
所
が
で

き
る
。

滑
津
郵
便
局
発
足　
　
　
　
　
　

低
温
気
候
に
よ
り
稲
作
大
減
収

前
年
の
凶
作
に
よ
り
村
内
に
政

府
貸
付
米
が
配
布
さ
れ
る
。

阿
武
隈
川
未
曽
有
の
氾
濫
。

疎
開
児
童
村
内
に
入
居

公
民
館
活
動（
吉
子
川
、滑
津
両

村
役
場
二
階
及
び
松
崎
郷
倉
）

帝
国
憲
法
発
布

町
村
制
実
施

教
育
勅
語
発
令

第
１
回
国
勢
調
査

郡
制
廃
止

電
送
写
真
東
京
大
阪

間
に
始
ま
る
。

明
治
時
代

１
８
０
４

１
８
４
９

１
８
６
４

１
８
６
５

１
８
７
６　

１
８
７
９

１
８
８
０

大
正
時
代

昭
和
時
代

１
８
８
４

１
８
８
９

１
８
９
０

１
９
０
５

１
９
１
１

１
９
１
４

１
９
２
０

１
９
２
４

１
９
２
５

１
９
２
８　

１
９
３
０

１
９
３
３

１
９
３
４

１
９
３
５

１
９
４
１

１
９
４
４

１
９
４
６
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特 集特 集

時
代

西
暦

主
な
事
項

摘
要

村
内
外
地
主
か
ら
耕
作
者
に
田

畑
三
百
六
十
余
町
歩
解
放
と
な

る
。

吉
子
川
農
業
改
良
指
導
所
建
設

中
学
校
が
統
合
さ
れ
る
。（
滑

津
、
吉
子
川
両
中
学
校
）

滑
津
元
村
善
通
寺
全
焼

中
学
校
舎
落
成
。
中
島
中
学
校

開
校

滑
津
村
、
吉
子
川
村
と
合
併
し

て
中
島
村
成
立
。

初
代
村
長
に
水
野
谷
和
重
就
任

常
陸
橋
架
工
事
完
成

善
通
寺
再
建

２
代
村
長
に
小
室
隆
就
任

新
農
村
建
設
事
業
に
よ
り
区
画

整
理
が
始
ま
る
。（
松
崎
迎
久

保
）

中
島
村
農
村
青
年
研
修
所
建
設

役
場
庁
舎
完
成

県
営
團
場
整
備
事
業
指
定

中
島
村
商
工
会
発
足

川
原
田
集
落
火
災

吉
岡
橋
架
替
工
事
完
了

吉
子
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
建

設白
河
警
察
署
中
島
駐
在
所
新
設

（
滑
津
、
吉
子
川
統
合
）

農
地
改
革

町
村
合
併
促
進
法

時
代

西
暦

主
な
事
項

摘
要

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
、
給

食
開
始

中
島
中
学
校
プ
ー
ル
開
所

農
集
電
話
全
村
各
戸
開
通

吉
子
川
小
学
校
プ
ー
ル
建
設

３
代
村
長
に
天
倉
昇
就
任

滑
津
小
学
校
プ
ー
ル
建
設

中
島
村
立
幼
稚
園
開
園

中
島
村
章
制
定
（
公
募
に
よ
る

水
野
谷
景
子
の
図
案
入
選
採
用
）

滑
津
小
学
校
屋
内
体
育
場
建
設

中
央
公
民
館
開
館

滑
津
郵
便
局
、
中
島
郵
便
局
と

改
称

村
内
有
線
放
送
開
始

小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念

式
典

４
代
村
長
に
吉
田
直
義
就
任

村
内
水
道
（
営
農
飲
雑
用
水
）

整
備

村
の
木
を
赤
松
、
村
の
花
を
さ

つ
き
と
決
定

５
代
村
長
水
野
谷
忠
一
就
任

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
開
館

村
営
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

昭
和
55
年
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
豪

雪幼
稚
園
遊
戯
室
完
成

１
９
４
７

１
９
４
８　

１
９
５
１

１
９
５
２

１
９
５
５

１
９
５
７

１
９
５
８

１
９
５
９

１
９
６
０

１
９
６
１

１
９
６
３

１
９
６
４

１
９
６
５

１
９
６
８

１
９
６
９

１
９
７
０

１
９
７
１

１
９
７
２

１
９
７
３

１
９
７
４

１
９
７
５

１
９
７
７

１
９
７
９

１
９
８
０

１
９
８
３
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特 集特 集

時
代

西
暦

主
な
事
項

摘
要

中
島
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
開

館農
村
情
報
連
絡
施
設
（
防
災
無

線
）
事
業
完
成

中
島
中
学
校
体
育
館
新
築

吉
子
川
小
学
校
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
ヒ
ル
ズ
バ
ラ
小
学
校
と
姉
妹

校
提
携

滑
津
小
学
校
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

チ
ャ
ー
ル
ズ
タ
ウ
ン
小
学
校
と

姉
妹
校
提
携

中
島
中
学
校
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ホ
ワ
イ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
と
姉
妹
校
提
携

６
代
村
長
に
水
野
谷
重
太
郎
就

任小
針
橋
架
替
工
事
完
成

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ

い
の
郷
」
開
館

７
代
村
長
に
小
室
康
彦
就
任

中
島
保
育
所
開
所

童
里
夢
公
園
な
か
じ
ま
開
園

（
20 

ha
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
完
成

常
陸
架
替
工
事
完
成

役
場
庁
舎
増
築
（
現
建
設
課
・

企
画
振
興
課
・
議
場
）

村
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

時
代

西
暦

主
な
事
項

摘
要

中
島
幼
稚
園
新
園
舎
完
成

中
島
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
輝
ら
里
」
完
成

８
代
村
長
に
加
藤
幸
一
就
任

東
日
本
大
震
災
発
生
（
震
度
６

弱
）、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故

四
穂
田
古
墳
か
ら「
短
甲
」出
土

高
齢
者
施
設「
ふ
れ
あ
い
の
家
」

完
成

中
島
村
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

中
島
村
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
な
か
じ
ぞ
う
さ
ん
」発
表

中
島
中
学
校
海
外
派
遣
事
業
開
始

中
島
中
学
校
マ
レ
ー
シ
ア
修
学

旅
行
開
始

児
童
館
「
輝
ら
キ
ッ
ズ
」
開
館

中
島
村
健
康
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー「
輝
ら
フ
ィ
ッ
ト
」オ
ー
プ
ン

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
る

水
害
発
生

中
島
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

「
輝
ら
キ
ッ
チ
ン
」
完
成

役
場
庁
舎
増
築
（
現
総
務
課
・

住
民
生
活
課
）

役
場
庁
舎
増
築
（
現
学
校
教
育

課
）

平
成
時
代

１
９
８
７

１
９
８
８

１
９
８
９

１
９
９
０

１
９
９
１

１
９
９
４

１
９
９
５

１
９
９
７

１
９
９
８

２
０
０
２

２
０
０
３

令
和

２
０
０
５

２
０
０
８

２
０
１
０

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
４

２
０
１
６

２
０
１
７

２
０
１
８

２
０
１
９

２
０
２
１

２
０
２
３

２
０
２
４

◀
ロ
ゴ
マ
ー
ク

◀
な
か
じ
ぞ
う
さ
ん

出典：中島村史、村勢要覧 2024 ～資料編～

これからの中島村もみなさまと一緒に
盛り上げていければと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。
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未
就
園
児
登
所

　

10
月
29
日
（
火
）
中
島
保
育
所

に
お
い
て
、
未
就
園
児
登
所
「
親

子
一
緒
に
保
育
所
で
遊
び
ま
し
ょ

う
♪
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
在
住
の
未
就
園
児
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に
保
育
所

の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
保
育

体
験
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ね

ら
い
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
た

未
就
園
児
登
所
と
な
り
ま
し
た
。

ヨ
ガ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

11
月
２
日
（
土
）
に
中
島
村
健

康
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
「
輝
ら

フ
ィ
ッ
ト
」に
お
い
て
、「
肩
こ
り
・

腰
痛
・
予
防
ヨ
ガ
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

毎
年
大
変
好
評
の
セ
ミ
ナ
ー

で
、
今
年
度
は
、
講
師
に
Ｍ
ａ
ｄ

ｏ
ｋ
ａ
（
マ
ド
カ
）
先
生
を
招
き
、

約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
楽
し
そ
う
に

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

中
島
村

里
山
整
備
促
進
協
議
会

委
嘱
状
交
付

　

11
月
８
日
（
金
）
中
島
村
役
場

に
お
い
て
、
中
島
村
里
山
整
備
促

進
協
議
会
委
嘱
状
交
付
式
が
開
催

さ
れ
、
村
長
か
ら
村
農
業
委
員
会

会
長
の
小
林
均
さ
ん
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
村
里
山
整
備
促
進
協
議
会

は
、
村
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
か

し
た
美
し
い
景
観
形
成
の
た
め
、

里
山
の
保
全
、
整
備
及
び
活
用
促

進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

滑
津
小
学
校
か
ら
最
優
秀
賞

　

税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　

11
月
20
日
（
水
）
グ
ラ
ン
ド
エ

キ
シ
ブ
那
須
白
河
に
お
い
て
、
白

河
法
人
会
女
性
部
会
の
「
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
19
校

か
ら
７
０
６
枚
の
応
募
が
あ
り
、

最
優
秀
賞
に
滑
津
小
学
校
６
年
の

栗
田
愛
來
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

▶
栗
田
さ
ん
の
作
品

令
和
６
年
度
福
島
県
優
良

河
川
愛
護
団
体
感
謝
状

贈
呈
式

　

11
月
28
日
（
木
）
白
河
合
同
庁

舎
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
福
島

県
優
良
河
川
愛
護
団
体
感
謝
状
贈

呈
式
で
、
川
原
田
地
区
阿
武
隈
川

を
き
れ
い
に
す
る
会
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

福
島
県
県
南
建
設
事
務
所
長
よ

り
代
表
で
木
村
秋
夫
さ
ん
が
感
謝

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
木
村
さ

ん
は
「
活
動
当
初
は
、
河
川
周
辺

に
石
や
樹
木
な
ど
が
多
く
、
作
業

が
難
し
か
っ
た
が
、
現
在
は
会
の

み
な
さ
ん
の
努
力
の
成
果
で
綺
麗

な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

河
川
の
美
化
の
た
め
に
努
め
て
い

き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

川
原
田
・
新
そ
ば
ま
つ
り

　

12
月
１
日
（
日
）
川
原
田
行
政

区
に
お
い
て
、
川
原
田
ド
リ
ー
ム

会
、
川
原
田
地
域
資
源
保
全
会
が

主
催
の
新
そ
ば
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

川
原
田
の
畑
で
栽
培
し
た
そ
ば

粉
を
使
っ
た
お
ま
つ
り
で
参
加
し

た
み
な
さ
ん
へ
温
か
い
そ
ば
が
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。

健やかな生活が送れるように！

親子の笑顔があふれました♪

委嘱状を受け取る小林均さん

役場へ報告に訪問されました

あいさつをする加藤村長温かいそばを食べて温まりました♪
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

12
月
３
日
（
火
）
中
島
村
役
場

に
お
い
て
、
中
島
保
育
所
、
中
島

幼
稚
園
、
滑
津
小
学
校
企
画
委
員

会
、
吉
子
川
小
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員

会
、
中
島
中
学
校
生
徒
会
に
よ
る

赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
学
校
募

金
）
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
保
護
者
や
先
生
、
児

童
の
み
な
さ
ん
に
１
週
間
ほ
ど

声
掛
け
し
、
寄
せ
ら
れ
た
善
意
、

４
０
，
８
０
４
円
を
加
藤
幸
一
社

会
福
祉
協
議
会
長
（
中
島
村
長
）

に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　

会
長
は
、「
み
な
さ
ん
の
心
の

こ
も
っ
た
募
金
を
、
困
っ
て
い
る

人
に
役
立
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

激
励
金
交
付
式

第
41
回
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ａ
全
日
本

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

11
月
17
日
（
日
）
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お
い
て
、
第
41

回
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ａ
全
日
本
ア
ー
ム
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る

髙
根
美
乃
里
さ
ん
に
対
す
る
激
励

金
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
長
は
、「
髙
根
さ
ん
の
活
躍

で
、
中
島
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ

い
。
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励

し
髙
根
さ
ん
は
「
精
一
杯
頑
張
っ

て
き
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　

12
月
１
日
（
日
）
茨
城
県
土
浦

市
に
て
全
日
本
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
52
回

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

　

11
月
28
日
（
木
）
中
島
村
役
場

に
お
い
て
、
第
52
回
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
全
国
大
会
に
出
場
す
る
西

條
美
咲
さ
ん
に
対
す
る
激
励
金
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
條
さ
ん
は
宮
城
県
の
と
み
や

マ
ー
チ
ン
グ
エ
コ
ー
ズ
に
所
属
し

て
お
り
、
11
月
の
東
北
大
会
で
は

一
般
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
、
今

回
の
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

加
藤
村
長
は
「
素
晴
ら
し
い
結

果
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励

し
、
西
條
さ
ん
は
「
宮
城
県
代
表

で
す
が
、
中
島
村
民
と
し
て
頑

張
っ
て
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
12
月
15
日
（
土
）

に
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

12
月
４
日
（
水
）
中
島
村
役
場

に
お
い
て
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
38
回
全
国

都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
に
出
場
す
る
中
島
中
学
校

３
年
の
瀬
谷
真
翔
さ
ん
に
対
す
る

激
励
金
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
谷
さ
ん
は
、
福
島
県
選
抜
選

手
に
選
出
さ
れ
、
チ
ー
ム
の
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
全
国
大
会
へ
出
場

し
ま
す
。

　

瀬
谷
さ
ん
は
「
支
え
て
く
れ
た

周
囲
に
感
謝
し
、
全
力
で
戦
っ
て

き
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
12
月
25
日
（
水
）

～
28
日
（
土
）
に
大
阪
府
の
Ａ
ｓ

ｕ
ｅ
ア
リ
ー
ナ
大
阪
等
で
行
わ
れ

ま
す
。

ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
17
日
（
日
）
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お
い
て
岳
心
流

藤
吟
会
福
島
支
部
（
中
島
村
吟
詠

会
）
創
立
20
周
年
記
念
発
表
会
が

開
催
さ
れ
20
周
年
を
記
念
し
、
大

会
会
長　

小
針
恵
心
（
恵
子
）
さ

ん
よ
り
村
へ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

▶
寄
付
く
だ
さ
っ
た
小
針
さ
ん

心のこもった募金をありがとうございます

激励金を受け取る髙根さん

激励金を受け取る西條さん

激励金を受け取る瀬谷さん
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令和７年度 償却資産 ( 固定資産 ) の申告

　固定資産税は、土地・家屋のほか、償却資産も課税対象となります。償却資産の所有者は、毎年
１月１日に所有している事業用資産について、個人、法人を問わず申告しなければなりません。課
税対象となる償却資産とは、法人税法や所得税法で減価償却費が損金算入されるものです。ただ
し、自動車税及び軽自動車税の課税客体である車両は対象外となります。

【償却資産の例】
・構築物（路面舗装、看板等）　　
・機械及び装置（各種製造設備、乾燥機、脱穀機等）
・車両及び運搬具（大型特殊自動車、コンバイン、パワーショベル等）　
・工具、器具及び備品（パソコン、理美容機器、冷蔵庫等）
▶申告する必要がある方
　１月１日現在、村内に償却資産を有する個人または法人。昨年中に資産内容に異動がない場合や
課税標準額の合計が免税点未満（150万円）で課税されない場合でも申告は必要です。
▶申告書の提出期限
　令和６年12月に郵送した申告書に、必要事項を記入し令和７年１月31日（金）までにご提出く
ださい。
　なお、村内で新規に事業を始めた法人等で申告書が届かない方はご連絡ください。また、申告は
eLTAXを利用した電子申告による受付を行っておりますので、ぜひご利用ください。

白河税務署より確定申告のお知らせ

▶確定申告は、スマホからできます！
　スマホを利用して、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から申告書作成・送信
ができます。

▶申告書作成会場開設のお知らせ！
　申告書作成会場では、ご自宅からと同様に原則ご自身のスマホにより、ご自分で申告書等を作成
していただきます。マイナンバーカード（暗証番号：数字４桁、英数字６～16文字）をお持ちの
方は、忘れずにお持ちください。
　なお、会場への入場には、「入場整理券」が必要です。「入場整理券」は、会場での当日配付と
ＬＩＮＥによる事前発行があります。詳細は、国税庁ホームページをご確認ください。
　「入場整理券」の配付状況に応じて、後日来場をお願いすることもあります。

▶開設場所　　白河市産業プラザ人材育成センター２階講堂（白河市中田140）
▶開設期間　　令和７年２月17日（月）～３月17日（月）※土曜・日曜・祝日を除く
▶開設時間　　９：00～16：00
　　　　　　※提出のみの方は、郵送または、白河税務署（本庁舎）に提出をお願いします。

白河税務署☎２２-７１１１（代表）※音声案内で「２」番を選択

税務課　☎５２-３４８１
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２０２５年は大規模統計調査が２つあります　- 統計調査にご協力ください -
２０２５年農林業センサス

１月１８日は「１１８番の日」～「１１８番」は海上保安庁緊急通報用電話番号です～

　農林水産省では、２月１日現在で、「２０２５年農林業センサス」を実施します。
　農林業センサスは、農林業の実態を明らかにし、国や都道府県、市町村はもちろん各方
面にわたり、広く利用できる総合的な統計資料を得るための調査です。
　全国の農業や林業をはじめ、すべての農林業関係者を対象に行われる「農林業の国勢調
査」ともいうべきものです。
　みなさまのお宅や会社等に調査員が調査に伺いましたら、ご協力をお願いします。
※統計調査員は調査員証を携帯しています。かたり調査にご注意ください。

　海上保安庁は、海上における事件・事故等の緊急通報用
電話番号として、警察の（110番）や消防の（119番）の
ように覚えやすい局番なしの３桁電話番号「118番」の運
用を平成12年５月１日から開始しています。
　また、平成23年１月には、「118番」の重要性をより
多くの方々に理解していただき、海の安全確保に資するた
め、毎年１月18日を「118番の日」と制定し、その周知
活動を実施しています。

▶通報に関するお願い！　次のような場合に「118番」通報してください。
　○海難人身事故に遭遇した、または目撃した　○油の排出等を発見した
　○不審な船を発見した　　　　　　　　　　　○密航・密輸事犯等の情報を得た　など

　以上の場合に、「いつ」、「どこで」、「なにがあった」などを簡潔に落ち着いて通報してください。
　一般加入電話、携帯電話、船舶電話などから利用できます。
　なお、いたずらや虚偽の通報などがあると本来の緊急通報の妨げとなり、巡視船や航空機の出
動が遅れ、人命救助等に重大な障害を与えることになりますので正しくご利用願います。

企画振興課　☎５２-２１１３

今年（２０２５年）は５年に１度の「国勢調査」が行われます！
　我が国の人口・世帯の実態を明らかにすることを目的として、９月下旬に調査票を配布
し、１０月１日現在日本に住んでいるすべての人と世帯を対象に調査します。
　調査結果は、さまざまな行政施策の基礎データや研究・教育活動などみなさんの生活の
幅広い分野で利用されます。
　回答方法は、インターネット回答と郵送回答があり、スマホやパソコンから２４時間い
つでも回答ができるインターネット回答がかんたん便利ですので、ぜひご利用ください。

企画振興課　☎５２-２１１３

福島海上保安部
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令和７年４月から農地の貸し借りの方法が変わります

　農業経営基盤強化促進法の改正に伴い、当該法律に基づく農地の貸し借り（利用権設
定）は、令和７年３月末で廃止されます。
　現行の利用権設定による農地の貸し借りの受付期限は、令和７年２月28日（金）で
す。受付期限までに申請手続きをした利用権設定は、期間満了まで有効となります。
　なお、令和７年４月からの農地の賃借は、福島県農業振興公社を通した「農地中間管理
事業」または「農地法第３条」の手続きとなります。（申請等の手続きは、現行どおり村
農業委員会が窓口となります。）

≪現　行≫

貸し手 借り手

利用権設定による農地の貸し借り

令和７年３月末　廃止

≪令和７年４月から≫

貸し手 借り手

【申請窓口】

中島村

農業委員会

事務局

農地バンク

（福島県農業振興公社）

農地中間管理事業による農地の貸し借り
（５年以上の貸し借りの場合）

※５年未満の貸し借りの場合は農地法第３条による貸し借り

農地中間管理事業 農地法第３条

契約形態
農地中間管理機構 （農地バンク） が

間に入る貸借
貸し手、 借り手の直接の貸借

賃借料精算
農地バンクが借り手から賃借料を徴収、

貸し手に賃借料支払い
貸し手、 借り手の直接の精算

手数料

契約１件ごとに毎年

賃借料の１％相当の手数料

（下限８００円、 上限８，０００円）

※使用貸借 （無償） の場合は手数料なし

なし

貸借の相手
（借り手）

令和７年３月末までに中島村が策定予定の 「地域計画」 に掲載されている耕作者

農地の適正管理をお願いします

　近年、農業者の高齢化や担い手不足等により、遊休農地が増加傾向にあります。農地が遊休化す
ると雑草・雑木が繁茂し、有害鳥獣の潜入や産業廃棄物等の不法投棄の場所となる恐れがあり、周
辺農地や近隣住民に影響を及ぼしてしまいます。
　耕起・草刈り・除草等を行い、適正な管理をお願いします。

農業委員会事務局　☎５２-３４８７
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教育委員会・学校教育課からのお知らせ

令和７年度小・中学校入学予定者へ入学通知書を発送しました

令和７年度中島幼稚園入園児へ
教育・保育給付認定証および入園通知を発送しました

村内小学校１日入学のご案内

　12月に教育委員会より、令和７年度小・中学校入学予定者の保護者あてに入学通知
書を発送しました。
　まだ届いていない場合は、教育委員会へご連絡ください。
▶入学式当日に持参するようになりますので大切に保管してください。
▶�指定の学校へ特別な事情・理由により就学できない場合は、申し立てすることができ
ますので、教育委員会へご相談ください。

　12月下旬に教育委員会より、令和７年度幼稚園入園予定の保護者あてに教育・保育
給付認定書および入園通知書を発送しました。まだ届いていない場合は、教育委員会へ
ご連絡ください。
※１日入園では使用しませんので、持参不要です。
※教育・保育給付認定証はご家庭で保管してください。
※教育・保育給付認定証に記載されている事項で変更があった場合は速やかに教育委員
会へ届出てください。
※他市町村に住所があるご家庭については、入園通知書のみ送付されます。
　教育・保育給付認定証はお住まいの市町村へ申請することとなります。

　令和７年度小学校入学予定者に向けに一日入学を実施します。該当者には、１月中に該
当小学校から案内が送られます。案内が届かない場合は、学校教育課へご連絡ください。
▶日　時　　
　滑津小学校　　２月６日（木）１３：４０～１５：３０
　吉子川小学校　２月６日（木）１４：００～１５：４０
▶場　所　
　入学通知で通知されている小学校
▶内　容
　保護者説明会、学用品販売
▶持ち物
　保護者・児童の上履き、学用品購入費用、学用品持ち帰り用の袋
※詳細については各学校からの案内をご確認ください。

学校教育課（中島村役場２階）☎５２-３４８３
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書かない窓口（申請書作成コーナー）を設置しています！

　マイナンバーカード等の本人確認書類をかざすこと
によって、各証明書の申請書に住所、氏名、性別、生
年月日が自動で記載される端末を住民生活課と税務課
の窓口に設置しております。
　各証明書を申請される場合には、ぜひご活用くださ
い。

▶手続きの主な流れ

※�自動で記載される項目は住所・氏名・性別・生年月日のみですので、他の必要事項に
ついては手書きでの追記が必要となります。

▶使用可能な本人確認書類

イノベ構想参画促進セミナー・F-REI 市町村座談会（県南地域）開催

　福島イノベーション・コースト構想への参画促進、福島国際研究教育機構（F-REI）へ
の理解醸成とF-REIとの広域的な連携を促進するため、市町村、住民、企業・団体等が集
い、ともに「ふくしまの未来」を共有できる「イノベ構想参画促進セミナー・F-REI市町
村座談会（県南地域）」を開催します。
　会終了後には、参加企業・団体等向けの交流会を開催します。ネットワークを広げてい
ただく絶好の機会になりますので、皆様のご参加をお待ちしています。

▶日　　時　　２月５日（水）１４：００～１７：１５
　　　　　　　※立食交流会　１７：３０～１８：３０
▶場　　所　　東京第一ホテル新白河（JR新白河駅から徒歩１分）
▶参 加 費　　無料（交流会の参加は、参加費2,000円（税込）となります。）
▶主　　催　　福島県、F-REI
▶参加申込　　こちらから（事前申込が必要です）▶

イノベ構想参画促進セミナー・F-REI市町村座談会運営事務局
☎０２４-９７３-７４８１（株式会社ジェイアール東日本企画仙台支社 福島支店内　担当：照井）
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お
知
ら
せ
　

令
和
６
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
を
行
う
際
に
必
要
と

な
る
「
令
和
６
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」（
令
和
６
年
２

月
～
12
月
支
払
年
金
額
を
記
載
し

た
も
の
）
は
、
日
本
年
金
機
構
よ

り
令
和
７
年
１
月
中
旬
～
下
旬
頃

に
送
付
し
ま
す
。
老
齢
・
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
全
員
に
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
紛
失
さ
れ
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

は
非
課
税
所
得
で
す
の
で
、
源
泉

徴
収
票
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

ご
不
明
な
点
は
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

国
民
年
金
基
金
制
度

◆
自
営
業
の
方
や
そ
の
家
族
、
学

生
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ

・�

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の

方
や
そ
の
家
族
、
学
生
な
ど
の

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に

上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

・�

加
入
で
き
る
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
お
よ
び
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住

さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

・��

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
終
身
年
金
が
基
本
で

す
の
で
、
長
い
老
後
の
生
活
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

掛
金
は
全
額
が
所
得
か
ら
控
除

で
き
る
の
で
、
所
得
税
と
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
受
け
取

る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
税
制

面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

・�

万
が
一
早
期
に
亡
く
な
っ
た
と

き
、
家
族
に
遺
族
一
時
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
の
で
、
掛
け
捨
て

に
な
り
ま
せ
ん
。（
一
部
の
年

金
タ
イ
プ
を
除
く
）
遺
族
一
時

金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

・�

加
入
し
た
時
に
確
定
し
た
掛
金

額
と
年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。（
ご
加
入
時
の
内
容
で
お

支
払
し
た
場
合
）

・�

ご
加
入
い
た
だ
い
た
後
も
掛
金

の
額
を
口
数
単
位
で
増
減
で
き

ま
す
。

問
全
国
国
民
年
金
基
金
東
北
支
部

☎
０
１
２
０-

６
５-

４
１
９
２

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
・
転
職

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

就
職
活
動
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
方
、
転
職
を
考
え
て
い
る
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

▼�

対
象
者

　

�

ひ
と
り
親
家
庭
、
寡
婦
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
、
離
婚
を
考
え

て
い
る
方
等

▼
対
応
時
間

　

�

９
：
00
～
17
：
00
（
土
日
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

▼
支
援
内
容

�　

�

履
歴
書
作
成
・
面
接
ア
ド
バ
イ

ス
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

等
問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所　

児
童

家
庭
支
援
チ
ー
ム

☎
２
２-

５
６
４
７

は
か
り
の
定
期
検
査

　

商
店
・
工
場
・
病
院
・
調
剤
薬

局
・
直
売
所
・
事
業
所
・
コ
ン
ビ

ニ
及
び
官
公
庁
等
で
、
取
引
や
証

明
行
為
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」

は
、
計
量
法
に
よ
り
そ
の
正
確
性

を
確
認
す
る
た
め
検
定
証
印
の
付

い
た
「
は
か
り
」
を
使
用
し
、
２

年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
町
村
が

行
う
定
期
検
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
集
合
検
査

　

知
事
が
行
う
検
査
で
、
指
定
さ

れ
た
検
査
期
日
と
検
査
場
所
に

「
は
か
り
」
を
持
ち
込
ん
で
い
た

だ
き
実
施
し
ま
す
。
検
査
に
は
、

計
量
能
力
が
５
０
０
ｋｇ
以
下
の
一

般
小
型
は
か
り
が
該
当
し
ま
す
。

◆
所
在
場
所
検
査

　
（
一
社
）
福
島
県
計
量
協
会
ま

た
は
一
般
計
量
士
が
行
う
検
査

で
「
は
か
り
」
の
所
在
場
所
（
商

店
街
等
）
に
出
向
い
て
実
施
し
ま

す
。
検
査
に
は
、大
型
は
か
り
（
計

量
能
力
が
５
０
０
ｋｇ
を
超
え
る
も

の
）
等
が
該
当
し
ま
す
。

▼
集
合
検
査
実
施
場
所

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里

▼
集
合
検
査
実
施
日
時

　
令
和
７
年
６
月
予
定

　

詳
し
く
は
、
企
画
振
興
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
振
興
課

☎
５
２-

２
１
１
３
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 学校教育課学校教育課

　11月12日（火）に、元劇団四季「ライオンキング」のナラ役やダン
サーとして多数出演されている田村圭さんを講師としてお招きして全
校生ダンス教室を行いました。これは、県文化芸術鑑賞・体験推進
事業の一つです。表現することの楽しさと心地よさを全校生で共有し
ました。また、14 日（木）には５・６年生対象の和楽器体験教室を行
いました。３名の講師の先生による箏と尺八、三味線の演奏を鑑賞し
たり、曲の演奏体験をしたりしました。一方で、６年生が下級生のた
めに支援したり、楽しませたりする取り組みもしています。鼓笛のパー
トを教えたり、苗植えを手伝ったり、２年生を楽しませたりなどです。
　何かを教えてくれる先生は身近にもいます。たとえ専門的ではなく
ても、心を許して何でも聞くことのできる先生の言葉ほど響くものは
ありません。そんな信頼関係が滑津小学校にはたくさん見られます。
子どもたちは多くの先生に囲まれながらすくすくと育っているのです。

　あけましておめでとうございます。今年も中学校への
ご支援、よろしくお願いします。
　なか中の冬の一大イベントと言えば、スペリングコン
テスト！懐かしいと思われる方も多いのではないでしょ
うか。県南地区の中学生全員が取り組むこのコンテスト
は、もはや「冬の風物詩」。
　現在冬休み中ですが、なか中生は今頃、スペコンに向
けて勉強に打ち込んでいるはずです。周りになか中生が
いらっしゃいましたら、ぜひ応援してください。
　本番は１月 10 日（金）。真冬のアツい挑戦です。

　１１月８日（金）に輝らキッズで村職員合同研修会が行わ
れ、吉子川小学校第６学年国語科授業（読書教材）を通し
て村内幼稚園、小学校、中学校の全教員が学習指導法を学
び合いました。多くの先生方に囲まれ、少し緊張していました
が、子どもたちは自分の考えをまとめ、表現することが出来て
いました。また、読書の価値に気付く子も多くいました。
　吉子川小学校では読書活動を推進しています。必読書２０
冊を読み終えた子には読書賞を授与しています。すでに半数
以上が読破しています。また、親子読書も推進しています。
本は心の栄養です！

　11 月 30 日（土）「心を一つに　元気いっぱいの発表
会」をスロ－ガンに、発表会が行われました。ステージ
の上で少し緊張しながらも、元気いっぱいに“自分らし
く”表現する子ども達でした。

外と内
滑津小学校

子どもの国の発表会
中島幼稚園

本は心の栄養です！
吉子川小学校

冬の風物詩、スペコン！
中島中学校

鼓笛練習

和楽器体験

一人一鉢活動 2 年生との交流

ダンス教室

★みなさんもチャレンジ！  ～ 1 年生用問題より～
※現在のスペコンは単語は出題されず、連語・文章のみ。

(　　) (　　) (　　) (　　)　＝　はじめまして。

(     ) (  　   )　＝　もちろん。

(     ) (　     )　＝　なるほど、わかりました。

We ( 　　   ) and (  　　  ) osechi.

＝私はおせちを作って食べました。
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 生涯学習課・児童館生涯学習課・児童館

生
涯
学
習
課

赤
十
字
奉
仕
団
と
タ
イ
ア
ッ
プ

ク
ラ
ウ
ン
大
学

「
赤
十
字
健
康
講
演
」

　

11
月
20
日
（
水
）
輝
ら
里
に
て
、

赤
十
字
奉
仕
団
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

に
よ
る
ク
ラ
ウ
ン
大
学
「
健
康
講

座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
赤
十
字
病
院
脳
神
経
内
科

主
任
部
長
中
村
耕
一
郎
医
師
が
講

師
を
務
め
、「
脳
卒
中
の
予
防
と
治

療
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
村
赤
十
字
奉
仕
団
が
主

体
の
事
業
の
た
め
、
あ
い
さ
つ
や
講

師
紹
介
は
、
村
赤
十
字
奉
仕
団
委

員
長
芳
賀
幸
子
さ
ん
が
行
い
、
御

礼
の
言
葉
を
ク
ラ
ウ
ン
大
学
委
員

長
畠
山
實
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
気
を
つ
け
た

い
脳
卒
中
に
つ
い
て
、
医
師
か
ら

直
接
話
を
聞
き
、
脳
卒
中
に
つ
い

て
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

玉
洗
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

11
月
19
日
（
火
）
に
中
島
村
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

シ
ー
ズ
ン
最
後
の
競
技
と
な
っ
た

「
玉
洗
い
大
会
」
で
の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

総
合
優
勝　

吉
田
正
國

男
性
の
部　

　

第
１
位　

吉
田　

正
國

　

第
２
位　

鈴
木　

光
男

　

第
３
位　

髙
久　

重
夫

　

第
４
位　

畠
山　

實

　

第
５
位　

加
藤　

武
彦

女
性
の
部　

　

第
１
位　

野
木
ト
ミ
子

　

第
２
位　

酒
井
十
五
子

　

第
３
位　

小
針
八
重
子

　

第
４
位　

日
暮
千
代
子

　

第
５
位　

髙
久
ハ
ル
エ

中
島
村
芸
能
発
表
会

　

中
島
村
文
化
祭
最
後
の
行
事
と

し
て
「
令
和
６
年
度
中
島
村
芸
能

発
表
会
」
が
、
11
月
24
日
（
日
）

に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
26
回
目
と
な
り
、
文
化

団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
個
人
出
場
者

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
詩
吟
な
ど
40

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
、
多
く

の
参
加
者
と
観
覧
者
が
訪
れ
、
華

や
か
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

児
　
童
　
館

第
３
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

逃
走
中-

ハ
ン
タ
ー
と

な
か
じ
ま
の
子
ど
も
達
２-

　

12
月
１
日
（
日
）
童
里
夢
公
園

に
お
い
て
第
３
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

「
逃
走
中
～
ハ
ン
タ
ー
と
な
か
じ
ま

の
子
ど
も
達
２
～
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
あ
の
テ
レ
ビ
番
組
「
逃
走

中
」
を
基
本
に
児
童
館
オ
リ
ジ
ナ

ル
ル
ー
ル
で
１
時
間
参
加
し
た
59

人
は
自
分
の
報
酬
を
増
や
す
た
め

に
60
分
間
ハ
ン
タ
ー
か
ら
必
死
で
逃

げ
ま
し
た
。
今
回
も
ハ
ン
タ
ー
と
し

て
中
島
村
駅
伝
チ
ー
ム
よ
り
９
人

の
ハ
ン
タ
ー
を
お
呼
び
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ハ
ン
タ
ー
が
速

く
て
び
っ
く
り
し
た
」
や
「
将
来
中

島
村
駅
伝
チ
ー
ム
で
走
り
た
い
。」

な
ど
の
感
想
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ-

冬
の
運
動
会-

　

12
月
14
日（
土
）改
善
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
冬
の
運
動
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
回
の
運
動
会
は
、

運
動
の
得
意
、
不
得
意
で
は
な
く

全
員
が
楽
し
め
る
内
容
の
様
々
な

運
動
遊
び
を
体
験
す
る
内
容
で
実

施
し
ま
し
た
。

干
支
の
置
物
作
り
体
験

　

児
童
館
で
は
毎
月
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
１

月
は
干
支
の
置
物
作
り
体
験
を
実

施
で
き
ま
す
。今
年
の
干
支
で
あ
る

「
巳
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
置
物
を
作
っ

て
新
年
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

逃げろ～！！

全員で楽しみました♪

ジャディス愛好会「今夜はドラマチック」（右）
シルバースターズ「福島ラブソング」（左）

総合優勝の吉田正國さん（左）と
髙久重夫村グラウンドゴルフ協会長

「脳卒中とは？」講師の話に
聞き入る参加者
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みんなの広場みんなの広場

ニック先生の
英語教室

1
四
十
年
カ
ラ
オ
ケ
教
室
続
け
来
て　

瞼
の
母
に
感
情
こ
め
る

日
本
海　

泳
ぎ
て
も
即
帰
り
た
い　

満
州
の
戦
後
い
ま
は
四
世
帯�

畠
山　

ヒ
サ
子

わ
が
庭
の
紫
や
さ
し
葉
ボ
タ
ン
の　

並
ん
で
咲
け
る
姉
妹
の
ご
と
し

孫
の
手
の
形
そ
の
ま
ま
残
る
窓　

時
折
な
が
め
口
元
ゆ
る
む�

鈴
木　

由
美
子

こ
れ
か
ら
が
人
生
だ
よ
の
励
ま
し
に　

ゆ
る
び
し
心
ま
た
立
て
直
す

ち
ょ
ん
ま
げ
に
一
寸
法
師
似
の
小
気
味
よ
さ　

我
ら
シ
ニ
ア
の
筋
ト
レ
指
導
者�

八
代　

陽
子

～オーストラリアのロードトレイン～

▪　Wow, what’s that?
　　　わあ、それは何ですか？
▪　It is a road train．A really long truck．
　　　それはロードトレインです。とても長いトラックです。
▪　How long is it?
　　　どれくらい長いですか？
▪　50 meters!　
　　　50 メートル！

　オーストラリアは、広大な砂漠地帯の中心部から世界各地に金属や鉱物を輸出しています。しかし、列車なしでこれほどの重量の貨物を長距離輸送するに
はどうすればよいでしょうか。その答えはロードトレインです。これらの巨大な車両は、巨大なトラックが複数のトレーラーを牽引したもので、長さは最大 50 メー
トルに達することもあります。
　ロードトレインの運転には、サイズ、重量、取り扱いの難しさから、専門的なスキルと免許が必要です。運転手は、多くの場合、孤立した状態で、起伏の多い地形、
長い高速道路、極端な気象条件を走行する必要があります。これらの車両には、安定性と安全性を確保するために、高度なブレーキ システムと複数の車軸
が備わっています。
　「ムカデ」の愛称で知られる最大のロードトレインは、205トン、長さ 50 メートルの車両で、18 速ギアボックスと550 馬力のエンジンを備え、タンクには１
トン以上の燃料が入ります。28 の車軸に 110 個のタイヤがあります。この列車は、北部準州の鉱山から数百キロ離れた港まで亜鉛鉱石を輸送します。１日
24 時間、週７日稼働し、１年間で 25 万トンの鉱石を輸送できます。
　ロードトレインは、オーストラリアのアウトバック※１の象徴的なシンボルで、そのユニークな地形に特別に適応しています。ロードトレインは、商品を輸送する
ための実用的な解決策であるだけでなく、オーストラリアの辺境での生活の挑戦と克服を浮き彫りにする魅力的な光景でもあります。アウトバックを訪れる人は、
果てしない風景を轟音とともに駆け抜けるこれらの工学上の驚異にしばしば驚嘆します。
　※１アウトバック：オーストラリア内陸部の砂漠を中心とした人口希薄地帯。

Australian Road Trains

○  開いている日　 ×  お休みの日　 ◎  おはなし会　

利用案内
◆開　館　日　　火曜日～日曜日　１０：００～１８：００
　　　　　　　　（１２：００～１３：００までは閲覧のみ）
◆休　館　日　　毎週月曜日・祝日・年末年始・特別整理期間
◆図書の貸出　　一人５冊まで、２週間以内

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

× × × ×

5 6 7 8 9 10 11

× × 〇 〇 〇 〇 ◎

12 13 14 15 16 17 18

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

19 20 21 22 23 24 25

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

26 27 28 29 30 31

〇 × 〇 〇 〇 〇



戸籍の窓口

村
長
の
ひ
と
り
ご
と

◯　Ｒ７. １　広報なかじま19

みんなの広場みんなの広場

今
月
の
納
税

11 月受付

※「誕生」・「結婚」・「お悔やみ」について広報への掲載を希望
されない場合は、窓口への届出の際にお申し出ください。

２０２５年になったね！
中島村ができて７０年、
今年もどうぞよろしくお願いします！

ヘビは縁起がいいとされています。
村全体に、村民に幸福がもたらされる

１年になることを願います！

人
口
と
世
帯

12 月１日現在 （先月比）
人　口 ４，７２５ （ － ８）
男 ２，３０９ （ － ４）
女 ２，４１６ （ － ４）
世帯数 １，７５３ （ － ５）

固 定 資 産 税（４期）

国 民 健 康 保 険 税（７期）

介 護 保 険 料（７期）

後期高齢者医療保険料（６期）

～納期限は１月 31日（金）です～
納税は遅れず忘れずに！
納税は口座振替が便利です。
税務課　☎５２-３４８１

ご結婚おめでとうございます

お悔やみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

★「小児平日夜間救急医療事業」～白河医師会の小児科医が通常の診療後に交代で診療します～
・対象者：中学生（１５歳）以下の子ども　　　・診療日：平日（月曜日～金曜日）
・受付時間：１９：１５～２１：１５　　　　　・診療場所：白河厚生総合病院内　小児科外来
※受診前に必ず電話してください。　☎０２４８-２２-２２１１

病院に行くか、救急車を呼ぶか
迷ったらご相談ください

福島県救急電話相談　（毎日 24 時間）　
＃ 7119( 県内のプッシュ回線・携帯電話 ) ☎ 024-524-3020( ダイヤル回線・IP 電話・PHS)
福島県こども救急電話相談（毎日 19:00 ～翌朝 8:00）
＃ 8000( 県内のプッシュ回線・携帯電話 ) ☎ 024-521-3790( ダイヤル回線・IP 電話・PHS)

※当番医が変更になることがありますので、新聞などで確認してください。●休日当番医

休日救急医療・歯科当番医表

氏　名 保護者 住　所
岩 崎 流

る

輝
き

明
あ

晃輝 二ツ山住宅

氏　名 年　齢 住　所
大 木 治 ８１ 二 ツ 山
野 木 直 政 ７６ 横 町
向 井 榮 美 子 ９０ 上 岡 ノ 内
小 室 セ イ ８０ 代 畑
小 針 武 昭 ９５ 松 代

氏　名 住　所

吉 田 秀 人 上 大 町

菊 地 由 里 江 郡 山 市

診 療 日 小　　　児　　　科
午前 9時～午後５時

内　科　・　外　科
午前 9時～午後５時

白河歯科医師会
午前 9時～午後５時

1 月 1 日 ( 水 ) 白河厚生総合病院 会田病院 白河みなみ歯科クリニック
☎２２－２２１１ ☎４２ー２１２１ ☎２４－３７３０

1 月 2 日 ( 木 ) 白河厚生総合病院 会田病院 サンデンタルクリニック
☎２２－２２１１ ☎４２ー２１２１ ☎２４－８０２０

1 月 3 日 ( 金 ) 白河厚生総合病院 会田病院 ＪＵＮ ＤＥＮＴＡＬ ＣＬＩＮＩＣ
☎２２－２２１１ ☎４２ー２１２１ ☎２１－８８４５

1 月 5 日 ( 日 ) 樋口小児クリニック わたなべ内科医院 いがらし歯科クリニック
☎４２－２０４０ ☎２２－１５３１ ☎２１－６２２２

1 月 1 2 日 ( 日 ) みうら小児クリニック きたむら整形外科 高山歯科医院
☎２８－１００１ ☎４２－５５３３ ☎２２－７７３３

1 月 1 3 日 ( 月 ) にしごうキッズクリニック 小針医院 赤沼歯科医院
☎２９－８７２５ ☎４２－２３６６ ☎５３－２００４

1 月 1 9 日 ( 日 ) わたなべ子どもクリニック まつやまクリニック なみ歯科クリニック
☎２１－２１６６ ☎４１－２３１１ ☎２１－８１４３

1 月 2 6 日 ( 日 ) ねもとキッズクリニック よしだ内科クリニック 安部歯科医院
☎２１－５６２３ ☎２１－５７１１ ☎２３－１１２３



カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

元日

【温泉・図書室休】【温泉・図書室休】【温泉・図書室休】 【図書室休】

5 6 7 8 9 10 11
出初式、安全祈
願祭、村表彰式、
新年祝賀会

官公庁仕事始め 
保育始め【保・幼】

新教研【児】 第３学期始業式
【小・中】

１日入園【幼】
小学生対象学習会

【児】

20 歳を祝う会、
おはなし会【輝】 
土曜学習会（中３）、
科学実験（ジュニア
クラブ）【児】

【図書室休】【温泉・図書室休】
12 13 14 15 16 17 18

成人の日 LEE（英会話）教室
【輝】

第３学期始業式
【幼】

小学生対象学習会
【児】
乳がん検診【保セ】

育児講座【保】 
土曜学習会（中３）

【児】

【図書室休】
19 20 21 22 23 24 25

無料法律相談所
開設【福祉】

LEE（英会話）教室
【輝】

クラウン大学「健康教室」
パドル体操【輝】
歯科クリニック、
２歳児健康相談

【保セ】

小学生対象学習会
【児】

土曜学習会（中３）
【児】

【温泉・図書室休】
26 27 28 29 30 31

歯科クリニック
【保セ】

６年生児童中学校
体験入学【小】
新入生保護者説明会

【中】

よかっぺ隊員養成
講座【保セ】

ふれあいカフェ
【福祉】

小学生対象学習会
【児】

【温泉・図書室休】

（予定）月

日 月 火 水 木 金 土
1

新教研【児】 
文化講演会、おは
なし会【輝】

2 3 4 5 6 7 8
LEE（英会話）教室

【輝】
離乳食教室、９～
10 か月児健康相談

【保セ】

１日入学【小】 小学生対象学習会
【児】

土曜学習会（中３）
【児】

【温泉・図書室休】

月 （予定）2

広報なかじま　Ｒ７. １　◯20

編集・発行　中島村役場・企画振興課　〒961-0192　福島県西白河郡中島村大字滑津字中島西11-1　☎ 0248（52）2113
　　　　　　ホームページアドレス　http://www.vill-nakajima.jp/
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